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英語科学習指導案

１日時平成24年５月25日（金）２校時

２学年３年３組男子20名女子20名計40名

３指導者池本源二郎

４単元名NEWHORIZONEnglishCourse3Unit3FairTradeChocoiate

５単元について

（１）単元観

本単元は，テイムがフエアトレードについて説明するという内容で，フェアトレードに関するア

ンケート調査，テレビ番組でのティムと父親との対話，ティムによるフェアトレードの仕組みと意

義についての説明，そして，番組を視聴したガーナの少女リーダからの手紙という内容によって構

成されている。言語材料としては，現在完了形，ｔｏ不定詞の副詞としての用法，また，手紙文で

用いられる慣用表現等も扱われている。このような言語材料等を基に賛否を明確にした上で自分の

意見を述べたり，友人と議論したりすることが可能である。よって，本単元は，アフリカの国に着

目させ，海外の子供たちの日本とは大きく異なる生活について知りたい，またそのことについて友

人と意見交換したいという意欲をかき立てる題材であると考える。

(2)生徒観

本学級の生徒は，授業には積極的に参加をしており，授業における言語活動にも自分なりに工夫

しながら取り組もうとしている。事前に行ったアンケートの結果を分析すると，多くの生徒が「読

むこと」が得意だと答えており，まとまった英文の内容理解に対する苦手意識はあまり感じられな

い。また，「どのようなときに読み取った内容を友達に話したくなりますか」という質問に対して

「興味深い内容のとき」や「相手が知らない内容だったとき」と答えた生徒が多かった。つまり，

生徒が読み取る内容を工夫することでこれまでの内容理解中心の活動から表現する活動にまでつな

げていくことができると考えている。

一方で，「書くこと」について苦手意識を持っている生徒が多い。さらにその理由を分析してみ

ると「単語を覚えられない」「単語が分かっていても語順が難しい」と感じている生徒が多いこと

が分かった。そこで，新出の語葉を提示する際にはコロケーションを意識した語糞指導等を取り入

れることで語と語のつながりを意識させ，より活用しやすい形で言語材料等の定着を図りたい。
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(3)指導観

本単元の題材の特性を生かし，生徒が興味をもつ身近な話題に関して自分の意見を発表できるよ

うな授業を展開したいｄそのために，まず，教科書の内容を中心に，smalltasksを通して自分の経

験を基に意見を伝えたり，事実を相手に分かりやすく伝えたりする。さらに，本文の内容や読んだ

り聞いたりしたものを基に自分の賛否や考えを伝えるための言語材料等を理解させる。また，

middletaskでは，身近なテーマを取り上げて意見交換ができるようにさせる。さらに，ＡＬＴによ

るフィードバックを行うことで，より明確な根拠や理由を基に意見交換をさせる。その後，「フェ

アトレードについて意見交換をしよう」というlargeｔａｓｋに取り組ませ，smalltasksやmiddleｔａｓｋ

の経験を生かし，より客観的な根拠や理由を基に，自分の賛否や意見を相手に伝えることができる

ようにさせたい。

このような指導を通して，生徒は主体的な態度で相手の主張を理解するとともに，その内容を基

に自分の考えを表現できるようになり，自ら考え，英語でよりよく理解・表現しようとする生徒を

育成できると考える。

【アンケート結果】（アンケート対象者：３年３組男子20名女子20名計40名）

１次の英語の活動で最も得意なものはどれですか。理由も書きなさい。

５附属中や自分の家庭，または身の回りのことなどに関して，議論してみたい問題を書きなさい。
・給食と弁当について・・環境問題について・学校の規則について・パン食派か，米食派か
・ＡＬＴとの交流の中で気付いたこと・学校になぜ携帯電話を持って行ってはいけないのか
・お金より大切なものは何かなど
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６単元の計画

（１）タスク「フェアトレードについて意見交換をしよう」

(2)ｌａｒｇｅtaskで活用させたい主な言語材料等

言語の働き 学年・単元 教科書での表現

賛成反対の意思を伝える 1年Ｕ4-① That'ｓright．

2年Ｕ５－Ｄ lthinkweneedapalkingarea．

2年U5-RFC I'magainsttheplanbecauseweneedourpalks．

意見や理由を述べる ２年U4-SO IhavetospeakEnglishnow．

２年U5-RFC Becauseweneedourparks,Iamagainsttheplan．

２年U5-SO ｌｆｙｏｕｃａｎｇｏ,pleasecallme．

5７

例を挙げる ３年Ｕ１－ＲＦＣ Forexample，theJapanesesi2mfbr’'Thankyou'i，isdiffbrent

提案する １年Ｕ５－③

２年Ｌ､Ｒ①

２年U3-SO

２年U5-RFC

homtheAmericansi印．

Letishavehmch

Ihaveadifferentidea．

luseacomputertoplaygames．

Ｗｅｃａｎｄｏｔｗｏｔｈｉｎ9s．

(3)第７時におけるフエアトレードについての意見交換の例
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(5)指導と評価の計画
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(4)単元の評価規準

時間 ○タスク・学習活動 単元の評価規準
評価方法

(総括的評価）

１

○［smalltask］単元のあらましを理解しよう
● Unit3のスキーマ形成

・ｌａｒgｅ taskの設定

エー③ 活動の観察

２

○［smalltask］アンケート結果をまとめて発表しよう

・StaItingOutの内容理解と音読練習，現在完了形の形，

意味，用法の理解と表現練習

・アンケートの作成，結果発表

エー① 後日ペーパーテ

スト

３

○［smalltask］ペアでフェアトレード商品を紹介しよう

・Dialogの内容理解と現在完了形の形，意味，用法の理解

と表現練習

・ペアでのフエアトレード商品の紹介

①
③
一
一
エ
エ

後日ペーパーテ

スト

４

○［smalltask］フェアトレードについて意見を発表しよう

・ReadingfbrCommunicationの概要把握，音読練習

・資料等を用いたフェアトレードについての説明

イー①

ウー②

後日ペーパーテ

スト

５

○［smalltask］ティムに手紙を書こう

・ReadingfbrCommunicationの内容理解と音読練習，ｔｏ不

定詞の副詞としての用法の形，意味，用法の理解と表現練

習

・賛否の表し方の理解と表現練習

・テイムの手紙への返信文の作成と発表

①
②
｜
｜
ウ
エ

ワークシート

６
○［middletask］意見交換をしよう

・身近なテーマについての意見交換と相互評価

アー①

イー②

活動の観察

７
○［largetask］フェアトレードについて意見交換をしよう

・フェアトレードについての意見交換と相互評価

イー②

ウー①

活動の観察

アコミ

関心｡

①聞き手が意見を理解し

やすいように，意見交換

の原稿を書いたり，書き

直したりしている。

イ外国語表現の能力

①本文の内容を資料等

を用いて自分の言葉で
Ｐ

相手に説明することが

できる。

②相手の意見に対する

賛否に加えてその理由

を話すことができる。

ウ外国語理解の能力

①話されている内容か

ら相手の意見を理解す

ることができる。

②まとまりのある英語

を聞いたり読んだりし

て全体の概要や内容の

要点を理解することが

できる。

エ言語や文化につい

ての知識・理解

①現在完了形の用法を

用いた文構造を理解し

ている。

②ｔｏ不定詞の副詞とし

ての用法を用いた文構

造を理解している。

③ガーナのチョコレー

ト農園の現状とフェア

トレードの意義につい

て理解できる。



７本時の計画

(1)本時のタスク

「フェアトレードについて意見を発表しよう」

(2)指導の重点

「読むこと」「話すこと」

5９

(3)本時の目標行動

導入時において映像や写真を用いながら前時までの内容を振り返った後，教師と英問英答を行

い，インタラクションを通してタスクを確認する。その際，語と語のつながりを意識しながら新

出語句を理解する。その後，文字だけではなくスライド等の視覚的な資料を効果的に活用して本

文の内容を理解する。また，本文や資料を通して理解した内容を互いに伝え合う活動を通して本

文の理解を深める。その上で，フェアトレードについて自分たちの意見を理由を添えて表現する。

(4)本時の指導目標

アフェアトレードについて友達と協力しながら積極的に相手に伝えようとする態度をはぐくむ。

【コミュニケーションへの関心・意欲・態度】

イ本文や資料を読み取って理解した内容を，既習の表現や資料を活用しながら互いに伝え合う

ことができるようにさせる。【外国語表現の能力】

ウフェアトレードについての英語を聞いたり，読んだりした内容を友達に伝えられるように理

解させる。【外国語理解の能力】

エガーナのチョコレート農園の現状とフェアトレードについて理解させる。

【言語や文化に関する知識・理解】

(5)授業設計上の工夫

ア語と語の結びつきを意識した言語活動のエ夫（研究冊子英７－m－１－(1)－イ参照）

新出の語葉を提示する際に，コロケーションを意識した形も提示することで，語と語のつな

がり等を意識できるようにする。また，そのことにより，複数の表現間における共通点に気づ

き，それらをよりまとまりをもって整理して理解できるようにする。また，言語活動の中でも

語と語のつながり等を意識しながら活用できるように工夫し，より活用しやすい形で言語材料

等の定着を図る。

このことにより，生徒が英語で表現する際に活用しやすい形で語棄を習得していけるように

なると考える。

イ主体的に考えながら理解させる言語活動の工夫（研究冊子英10-m－１－(2)－イ参照）

生徒の読み手としての主体的な態度を引き出すためには，読み取った内容が，その後の活動

において活用されることが大切である。そこで，クラスを２つに分けて伝え合う内容を異なる

ものにするインフォメーション・ギャップを活用した言語活動を取り入れる。英語で表現する

ことにつなげられるように言語活動を工夫することで，生徒の主体的な態度を引き出せるよう

にする。

このことにより，表現することを意識しながら主体的に英語を読もうとし，英語を理解する

力を高めることができると考える。
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(6)本時の実際（4/7）

開

区分 教授＝学習過程 時間 生徒の活動
指導上の留意点

◆評価口補説（研究との関連）

導
入 妻

Gree
●

:Ijngs

Review

５
，
１英語で挨拶する。

２前時までの復習をする。

・英語学習の雰囲気を作る。

・写真や映像を通してガーナのことや前

時までの内容の砿潔をする。

鴇 ing ３

Ｏｒａｌ

lnteraction
４

GrouDWOrk ５

琵濡ｇ ７

Wirtｍｇ ８

終
末望Assi図nｍＲｎｆ 1１ ５

，

１０授業の感想や意見を述べ合う。

１１今後の活動の見通しをもつ。

．’aⅡgetaskでの意見交換に向けて本時で

表現できるようになったことと今後表現

したいことを確駆する。

・本時の活動をlaIgetaskで活用できるよ

うに見通しをもたせる。




